
はじめに

Q１ 所属されている施設名を教えてください
（　　　　　）

Q２ 本アンケートが研究に用いられることに同意いただけますか？
１．同意する
２．同意しない

改ページ

タイトル
厚労科研 鈴木班　「がんとの共生」分野におけるがん相談支援センターの現状の課題抽出を志向した実態調
査研究
～AYA世代に対する支援の現状を中心に～

A-1 相談支援の担当者（回答者）の情報
①年齢　　　１．29歳以下　　２．30~40歳　３．41~50歳　　４．51~60歳　　５．61歳以上
②がん相談支援担当歴（他病院での経験年数を含む）　　　　　　年　　　　ヶ月
③保有資格　１．社会福祉士　２．精神保健福祉士　３．看護師　４．公認心理師　５．介護支援専門員
6．その他（　　　）
④雇用形態　１．常勤　２．非常勤　３．その他（　　　）
⑤主に担当する患者について　１．外来を担当　２．病棟単位で担当　３．診療科の担当となっており、該
当診療科患者を外来・入院ともに担当　４．患者の疾患により担当　５．受け持ち件数や順番等、管理職が
担当を決めている　６．その他（　　　）

A-２ 相談環境について
A-2-1 相談時、プライバシーが保たれる環境を使用できますか？　あてはまるものを一つ選択してください

１．できている
２．できていない
３．できる時とできない時がある
４．その他

A-2-2
がん相談支援センターの窓口には、すべての利用者が自由に（直接）アクセスできますか？　あてはまるも
のを一つ選択してください
１．できる
２．できない
３．その他（　　　）

A-2-3 がん相談支援センター直通の電話回線について、あてはまるものを一つ選択してください
１．あり
２．なし
３．今年度中に予定がある
４．その他（　　　）

A-3 がん相談支援センターの周知について
A-3-1 患者家族への周知のために現在行っていることとして、あてはまるものを選択してください（複数可）

１．院内の見やすい場所にポスター等でがん相談支援センターの場所、対応可能な時間帯について掲示して
いる
２．配布物（チラシ・診療案内・入院案内・広報誌等）で提示している
３．病院ホームページ（患者向け）や病院公式SNS(FB等）にて周知している
４．掲示・配布物内容について定期的に見直している
５．その他（　　　　　　　　　）

資料11
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A-3-2
院外（関係機関や地域住民等）への周知のために行っていることとして、あてはまるものを選択してくださ
い（複数可）
１．公共の場所にポスター等で掲示している
２．院内の見やすい場所にがん相談支援センターの場所、対応可能な時間帯について掲示している
３．配布物（チラシ・診療案内・入院案内・広報誌等）を作成し配布している
４．病院ホームページ（患者向け）や病院公式SNS(FB等）にて周知している
５．掲示・配布物内容について定期的に見直している
６．その他（　　　　　　　　　）

A-3-3 院内職員への周知のために行っていることとして、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．職員の見やすい場所にポスター等でがん相談支援センターの場所、対応可能な時間帯について掲示
２．配布物（チラシ・診療案内・入院案内・広報誌等）を作成、配布
３．院内メーリングリストの活用
４．掲示・配布物内容の定期的な見直し
５．職員を対象とした勉強会等の実施
６．役割や業務を周知する機会の定期的な確保（例：新人オリエンテーション・医局会等）
７．その他（　　　　　　　　　）

A-3-4 
患者・院外・院内への案内には以下の情報が記載されていますか？　あてはまるものを選択してください
（複数可）
１．自施設の患者以外の相談者にも対応していること
２．相談は無料であること
３．匿名での相談も可能であること
４．本人の同意のないところで、相談内容が第三者（担当医含む）に伝わることがないこと
５．整備指針で「相談支援センターの業務」として示されている相談内容に対応していること

A-4 院内職員から患者さんへの案内状況について
A-4-1 依頼を受けるタイミングで最も多いのはいつですか？　あてはまるものを一つ選択してください

１．診断前
２．治療開始前
３．治療中
４．治療後～経過観察中

A-4-2 依頼を受けるタイミングで2番目に多いのはいつですか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．診断前
２．治療開始前
３．治療中
４．治療後～経過観察中

A-4-3 依頼を受けるタイミングで３番目に多いのはいつですか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．診断前
２．治療開始前
３．治療中
４．治療後～経過観察中

A-5
病院管理者やがん相談支援センター管理者のバックアップについて、①～⑧について、あてはまるものを一
つ選択してください。

A-5-1 患者家族等への周知に対して
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
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４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-2 院外（関係機関や地域住民等）への周知に対して
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-3 院内職員への周知に対して
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-4 院内職員からがん相談支援センターへの案内に対して
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-5 相談員が相談対応で困ったときに助言を求められる担当者を定めるよう各診療科・部門に指示している
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-6
相談員に対し継続的な学習の機会を保証し、参加を促している（例：研修参加や必要経費の支出、不在時代
替者の調整等）
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-7
がん相談支援センター内に相談対応の質向上のための取り組みをしている者（例：認定がん専門相談員等）
の配置
1．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-5-8
（小児がん拠点病院以外の方）がん相談支援センターの相談員が相談対応のモニタリング（QA）を行うため
に必要となる体制の整備（例：病院全体として電話の内容は録音する方針とする等）
1．そう思う
２．まあまあ思う
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３．どちらとも言えない
４．ほとんど思わない
５．思わない

A-6 
相談対応の質の担保を目的として、がん相談支援センター内で取り組んでいることについて、あてはまるも
のを選択してください（複数可）
１．定期カンファレンスの開催
２．事例検討会の開催
３．相談記録の作成
４．相談対応した際の記録（音声データ等）とがん相談対応評価表 等を用いた、定期的な相談対応のモニタ
リング（QA）
５．病院管理者等への報告
６．患者からのフィードバック体制
７．図書や配布物の内容を精査し正確な情報が掲載されているものを設置・配布している
８．相談支援に活用する情報についての検討を定期的に行い、科学的根拠に基づく情報の整備・更新に努め
ている
９．その他（　　　　　）

A-7 以下の各項目について、院内で連携できる部署があるものを選択してください（複数可）
１．AYA世代の支援について
２．生殖機能・妊孕性温存について
３．アピアランスケアについて
４．就学・就労支援について
５．希少がんについて
６．ゲノム医療について

A-8 以下の各項目について、紹介できる院外のネットワークを把握しているものを選択してください（複数可）
１．AYA世代の支援について
２．生殖機能・妊孕性温存について
３．アピアランスケアについて
４．就学・就労支援について
５．希少がんについて
６．ゲノム医療について

改ページ
B AYA世代への支援

B-1 あなたはAYA世代への支援を行っていますか？あてはまるものを一つ選択してください
１．行っている
２．院外のネットワークの紹介のみ行っている
３．AYA支援チームが行う
４．行っていない
５．その他（　　　　　）

B-2 （B-1で1を選択した方）2021年4月1日~2022年3月31日までのAYA世代支援の新規相談件数について、
１．0人
２．1～10人
３．11～20人
４．21～30人
５．30人以上

B-3 （B-1で１以外を選択した方）思春期世代（15～20歳未満）からの相談件数について、あてはまるものを一
１．0人
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２．1～10人
３．11～20人
４．21～30人
５．30人以上

B-4 （B-1で１以外を選択した方）AYA世代の支援で経験した内容について、あてはまるもの選択してください
１．生殖機能・妊孕性温存
２．アピアランス
３．食事・栄養
４．運動
５．経済面
６．学習支援
７．就労支援
８．心理支援
９．晩期合併症
10．恋愛・結婚・性
11．家族・きょうだい支援
12. その他（　　　　　　）

B-5-1 （B-4に回答した方）AYA世代の支援について最も”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ
１．生殖機能・妊孕性温存
２．アピアランス
３．食事・栄養
４．運動
５．経済面

６．学習支援
７．就労支援

８．心理支援

９．晩期合併症

10．恋愛・結婚・性

11．家族・きょうだい支援

12. その他（　　　　　　　　）

B-5-2 B-5-1で最も難しさを感じた項目について、その理由をご記入ください。
理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

B-5-3
（B-4に回答した方）AYA世代の支援について2番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを
一つ選択してください
１．生殖機能・妊孕性温存

２．アピアランス

３．食事・栄養

４．運動

５．経済面

６．学習支援
７．就労支援
８．心理支援
９．晩期合併症
10．恋愛・結婚・性
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11．家族・きょうだい支援
12. その他（　　　　　　　　）

B-5-4
（B-4に回答した方）AYA世代の支援について３番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを
一つ選択してください
１．生殖機能・妊孕性温存
２．アピアランス
３．食事・栄養
４．運動
５．経済面
６．学習支援
７．就労支援
８．心理支援
９．晩期合併症

10．恋愛・結婚・性

11．家族・きょうだい支援

12. その他（　　　　　　　　）

B-6-1 AYA世代患者との関係性の構築に難しさを感じていますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．感じている
２．感じていない
３．その他（　　　　）

B-6-2 AYA世代患者との関係性の構築のために工夫していることは何ですか？
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

B-7-1 自施設にAYA支援チームがありますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．ある
２．ない
３．今年度発足予定

４．その他

B-7-2 
（B-7-1で１を選択した方）がん専門相談員は構成メンバーになっていますか？　あてはまるものを一つ選
択してください
１．なっている
２．なっていない
３．その他

B-8 支援の際、連携している専門職について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．保育士
２．CLS（チャイルドライフスペシャリスト）、HPS、こども療養支援士（どれか一つでもあてはまれば
可）
３．公認心理師
４．小児専門看護師
５．認定がん専門相談員（小児の場合、小児がん相談員）
６．学校教員
７．その他（　　　　　）

B-9 小児がんを経験したAYA世代の患者に対する長期フォローアップの体制について、あてはまるものを選択し
１．小児がん経験者を対象とした長期フォローアップ外来がある
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２．小児科の医師が外来診療の中でフォローアップを行っている

３．がん相談員が中心となって長期フォローアップに対する支援を行っている

４．長期フォローアップの体制は整っていない

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

B-10
AYA世代とその保護者は、がん相談支援センターの存在やその相談方法について知っていると思いますか？
あてはまるものを一つ選択してください
1．そう思う

２．まあまあ思う

３．どちらとも言えない

４．あまり思わない

５．思わない

B-11 AYA世代の支援に必要な知識はどのように得ているか、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．国立がん研究センター主催の相談員研修（Eラーニング・集合研修）
２．都道府県やブロックで開催されている相談員研修、事例検討会等
３．小児がん拠点病院主催の研修会等
４．（一社）AYAがんの医療と支援のあり方研究会（AYA研）主催の学会・研修会
５．地域相談支援フォーラム
６．その他院外の研修会等
７．院内の勉強会・研修会・事例検討会
７．受講したことはない
８．その他

改ページ
C 生殖機能・妊孕性温存について

C-1
あなたは生殖機能・妊孕性温存について相談支援を行っていますか？　あてはまるものを一つ選択してくだ
さい
１．行っている
２．行っていない
３．他部署に相談窓口があるため行っていない

C-2
（C-１で１を選択した方）2021年4月1日～2022年3月31日までの生殖機能・妊孕性温存に関する新規相
談件数について、あてまはまるのもを一つ選択してください
１．0人
２．1～10人
３．11～20人
４．21～30人
５．30人以上

C-3 （C-1で1を選択した方）AYA世代患者の支援の際、他のニーズが主訴であっても、生殖機能・妊孕性温存
１．している
２．していない
３．その他（　　　　）

C-4
（C-1で１を選択した方）生殖機能・妊孕性温存についての相談対応に困ったとき、院内に相談できるス
タッフはいますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．いる
２．AYA支援チーム
３．いない
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４．その他（　　　　）

C-5 生殖機能・妊孕性温存の支援で経験した内容について、あてはまるものを選択してください（複数可）。
１．治療と妊娠・出産との両立を希望する患者さんへの対応
２．経済的な制度の理解と活用
３．年齢的な問題（思春期・未成年である・高齢出産になる等）
４．生殖医療の専門的かつ基本的な知識
５．他施設との連携
６．その他（　　　　）

C-6 生殖機能・妊孕性温存の支援で最も”難しさ”を感じた項目を、ひとつ選択してください
１．治療と妊娠・出産との両立を希望する患者さんへの対応
２．経済的な制度の理解と活用
３．年齢的な問題（思春期・未成年である・高齢出産になる等）
４．生殖医療の専門的かつ基本的な知識
５．他施設との連携
６．その他（　　　　）

C-7 C-6で最も”難しさ”を感じた項目について、その理由をご記入ください
理由（　　　　　　　　　　　　　　　　）

C-8 生殖機能・妊孕性温存の相談支援に必要な知識はどのように得ていますか？
１．国立がん研究センター主催の相談員研修（Eラーニング・集合研修）
２．都道府県やブロックで開催されている相談員研修、事例検討会等
３．日本がん生殖・医療学会主催の学会・研修会
４．地域相談支援フォーラム
５．その他院外の研修会等
６．院内の勉強会・研修会・事例検討会
７．上記で受講したものはない
８．その他（　　　　　）

改ページ
D アピアランスケアについて

D-1 あなたはAYA世代のアピアランスケアを行っていますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．行っている
２．AYA支援チームが行う
３．行っていない
４．その他

D-2
（D-1で1を選択した方）2021年4月1日~2022年3月31日までのAYA世代のアピアランスケアの新規相談
件数について、あてはまるものを一つ選択してください。
１．0人
２．1～10人

３．11～20人

４．21～30人

５．30人以上

D-3 自施設のアピアランスケアの相談窓口について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．がん相談支援センター
２．化学療法担当部署
３．がん薬物療法を専門とするがん専門看護師や認定看護師
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４．アピアランスケアの専門外来
５．診療科
６．特にはない
７．その他

D-4 アピアランスケアの支援形態について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．相談員による個別相談
２．相談員以外による個別相談（医師、ピアサポーター等）
３．センターが主体で開催する教室やセミナー（オンラインまたは集合で実施）
４．センターが業者と協力して開催する教室やセミナー（オンラインまたは集合で実施）
５．その他

D-5 がん相談支援センターが実践しているアピアランスケアを選択してください（複数可）
１．頭髪の脱毛前の準備やケアについて
２．ウイッグの選び方や購入の方法
３．脱毛後のケアについて
４．眉毛やまつ毛の脱毛の対策
５．パーマやヘアカラーに関することについて
６．スキンケアの基本的な方法
７. 手足症候群の対策
８．皮膚色素沈着の対策
９．ざ瘡性皮疹の対策
10．鼻前庭炎の対策
11．乾皮症への対策
12．放射線皮膚炎の対策

13．肌のくすみやシミカバーなどについて

14．爪および爪周囲の基本的なケア

15．爪障害の対策
16．爪囲炎の対策
17．職場復帰や学校復帰の際の対応について
18．外見の変化による人との関係性や付き合い方等について
19．地域における助成金の情報提供
20．その他

D-6
（D-3で１を選択した方）アピアランスケアを行う上で”難しさ”を感じる項目について、あてはまるものを
選択してください（複数可）
１．正しい情報の提供
２．院内関係部署との連携
３．業者との連携の在り方
４．マンパワーの確保
５．その他

D-7
アピアランスケアに必要な知識はどのように得ていますか？　あてはまるものを選択してください（複数
可）
１．国立がん研究センター主催のアピアランスケア研修（Eラーニング・集合研修）
２．都道府県やブロックで開催されている相談員研修、事例検討会等
３．地域相談支援フォーラム
４．その他院外の研修会等
５．院内の勉強会・研修会・事例検討会
６．上記で受講したものはない
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７．その他
改ページ

E AYA世代の就学支援について
E-1 あなたはAYA世代の学習支援を行っていますか？　あてはまるものを一つ選択してください

１．行っている
２．AYA支援チームが行う
３．行っていない
４．その他

E-2
（E-1で１を選択した方）2021年4月1日～2022年3月31日までの就学支援に関する新規相談件数につい
て、あてはまるものを一つ選択してください
１．0人
２．1～５人

３．6～10人

４．11～15人

５．16人以上

E-3 就学支援の内容についてあてはまるものを選択してください（複数可）
１．院内学級の教員と連携を取り、転籍などについて情報提供を行う
２．院内学級は無いので、保護者と原籍校でやり取りしていただくよう説明する
３．本人家族に了承の上原籍校に連絡し、進級や単位取得について確認をしている
４．病棟スタッフと連携し、情報提供など行う
５．必要時は原籍校や行政とも連絡を取り、支援を行っている
６．相談依頼が無いので、支援の経験がない
７．他施設の相談員に相談するなどして支援を行っている
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

E-4 受験生に対し、どのような支援を行っていますか？（複数可）
１．院内学級担当者と連携し、受験ができるように調整している
２．相談員が中心となって、受験ができるように調整している
３．本人や家族に任せている
４．病棟スタッフと連携し、調整している
５．相談依頼が無いので、支援の経験がない
６．経験は少ないが、他施設の相談員に相談するなどして支援にあたっている
７．その他（　　　　　　　　　　　　）

E-5 自施設の就学支援体制は整っていると思いますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．そう思う
２．まあまあ思う
３．どちらとも言えない
４．あまり思わない
５．思わない

E-6 （E-５で3～5を選択した方）理由についてあてはまるものを選択してください（複数可）

１．高校生の院内学級など支援体制が無いから

２．中学生でも院内学級が無く、原籍校と保護者のやり取りに任せているから

３．学校側の問題により、支援を受けられないから

４．行政側（教育委員会）の問題により、支援を受けられないから
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５．体制について把握できていない
６．その他（　　　　　　　　　　　　）

E-7 就学支援に必要な知識はどのように得ていますか？（複数可）
１．国立がん研究センター主催の相談員研修（Eラーニング・集合研修）
２．都道府県やブロックで開催されている相談員研修、事例検討会等
３．小児がん拠点病院主催の研修会等
４．その他院外の研修会等
５．院内の勉強会・研修会・事例検討会
６．その他

改ページ
F 就労に関する相談について

F-1
2021年4月1日～2022年3月31日までの就労支援に関する新規相談件数について、あてはまるものを一つ
選択してください
１．0人
２．1～10人
３．11～20人
４．21～30人
５．31～40人
６．41～50人
７．51人以上

F-2-1
就労に関する相談内容について最も”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ選択してくださ
い
１．これから受ける治療のスケジュールや起こりうる副作用について、いつ、どのようなタイミングで、ど
の程度、会社に伝えるべきか
　　わからず、困っている
２．どの程度、休暇が必要か知りたい
３．会社の休職中の対応（病気休暇・給与保障等）について知りたい
４．会社以外で利用できる公的制度（傷病手当金等）の情報・手続きについて知りたい
５．復職にあたり、主治医や会社との交渉方法について知りたい
６．他の患者さんが、どのように休職・復職を乗り越えたのかを知りたい
７．会社とのコミュニケーションに苦慮しており、医療者等に仲介に入ってほしい
８．再就職の支援（ハローワークの利用）について相談したい
９．病名を職場に伝えたことにより不当な扱いを受けており、法的支援について相談したい
１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．就労に関する相談は経験したことがない

F-2-2
就労に関する相談内容について2番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ選択してく
ださい
１．これから受ける治療のスケジュールや起こりうる副作用について、いつ、どのようなタイミングで、ど
の程度、会社に伝えるべきか
　　わからず、困っている

２．どの程度、休暇が必要か知りたい

３．会社の休職中の対応（病気休暇・給与保障等）について知りたい
４．会社以外で利用できる公的制度（傷病手当金等）の情報・手続きについて知りたい
５．復職にあたり、主治医や会社との交渉方法について知りたい
６．他の患者さんが、どのように休職・復職を乗り越えたのかを知りたい
７．会社とのコミュニケーションに苦慮しており、医療者等に仲介に入ってほしい
８．再就職の支援（ハローワークの利用）について相談したい
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９．病名を職場に伝えたことにより不当な扱いを受けており、法的支援について相談したい
１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．就労に関する相談は経験したことがない

F-2-3
就労に関する相談内容について３番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ選択してく
ださい
１．これから受ける治療のスケジュールや起こりうる副作用について、いつ、どのようなタイミングで、ど
の程度、会社に伝えるべきか
　　わからず、困っている
２．どの程度、休暇が必要か知りたい
３．会社の休職中の対応（病気休暇・給与保障等）について知りたい
４．会社以外で利用できる公的制度（傷病手当金等）の情報・手続きについて知りたい
５．復職にあたり、主治医や会社との交渉方法について知りたい
６．他の患者さんが、どのように休職・復職を乗り越えたのかを知りたい
７．会社とのコミュニケーションに苦慮しており、医療者等に仲介に入ってほしい
８．再就職の支援（ハローワークの利用）について相談したい
９．病名を職場に伝えたことにより不当な扱いを受けており、法的支援について相談したい
１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．就労に関する相談は経験したことがない

F-2-４
就労に関する相談内容について４番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ選択してく
ださい
１．これから受ける治療のスケジュールや起こりうる副作用について、いつ、どのようなタイミングで、ど
の程度、会社に伝えるべきか
　　わからず、困っている
２．どの程度、休暇が必要か知りたい
３．会社の休職中の対応（病気休暇・給与保障等）について知りたい
４．会社以外で利用できる公的制度（傷病手当金等）の情報・手続きについて知りたい
５．復職にあたり、主治医や会社との交渉方法について知りたい
６．他の患者さんが、どのように休職・復職を乗り越えたのかを知りたい
７．会社とのコミュニケーションに苦慮しており、医療者等に仲介に入ってほしい
８．再就職の支援（ハローワークの利用）について相談したい
９．病名を職場に伝えたことにより不当な扱いを受けており、法的支援について相談したい
１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．就労に関する相談は経験したことがない

F-2-５
就労に関する相談内容について５番目に”難しさ”を感じたものについて、あてはまるものを一つ選択してく
ださい
１．これから受ける治療のスケジュールや起こりうる副作用について、いつ、どのようなタイミングで、ど
の程度、会社に伝えるべきか
　　わからず、困っている
２．どの程度、休暇が必要か知りたい
３．会社の休職中の対応（病気休暇・給与保障等）について知りたい
４．会社以外で利用できる公的制度（傷病手当金等）の情報・手続きについて知りたい
５．復職にあたり、主治医や会社との交渉方法について知りたい
６．他の患者さんが、どのように休職・復職を乗り越えたのかを知りたい
７．会社とのコミュニケーションに苦慮しており、医療者等に仲介に入ってほしい
８．再就職の支援（ハローワークの利用）について相談したい
９．病名を職場に伝えたことにより不当な扱いを受けており、法的支援について相談したい
１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１１．就労に関する相談は経験したことがない
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F-3 就労に関する支援対象者をどのように拾い上げているか、あてはまるものを選択してください（複数可）。

１．本人・家族からの依頼
２．医師からの依頼
３．看護師からの依頼
４．その他院内スタッフからの依頼
５．各種スクリーニングによる選別（緩和ケアスクリーニング、退院支援加算スクリーニング等）
６．他の事柄で相談窓口を利用している患者・家族に対し、就労支援のニーズ確認を実施している
７．就労年齢層の患者に関しては、原則、相談部門から声かけを行い、就労支援のニーズ確認をしている
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

F-4
院内で実施されているスクリーニングについてお伺いします。下記の①～③について、あてはまるものを選
択してください。

F-4-1 緩和ケアスクリーニングは行われていますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．行われている
２．行われていない
３．その他（　　　　）

F-4-2 緩和ケアスクリーニングの実施時期について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．外来時
２．入院時
３．外来・入院において複数回

F-4-3 緩和ケアスクリーニングの項目について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．からだの症状
２．気持ちのつらさ
３．生活面（食事・入浴・排泄）
４．家族に関する事柄
５．経済面
６．就労に関する事柄
７．移動手段
８．その他（　　　　　　　　　　）

F-4-4 入退院支援加算スクリーニングは行われていますか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．行われている
２．行われていない
３．その他（　　　　）

F-4-5 入退院支援加算スクリーニングの実施時期について、あてはまるものを一つ選択してください
１．外来時
２．入院時
３．外来・入院において複数回

F-4-6 入退院支援加算スクリーニングの項目について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．緊急入院
２．ADL低下
３．認知機能低下
４．退院後に医療処置が必要
５．介護者不在
６．介護保険未申請
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７．就労に関する支援が必要
８．その他（　　　　　　　　　　）

F-5 就労支援に必要な知識はどのように得ていますか？
１．国立がん研究センター主催の相談員研修（Eラーニング・集合研修）
２．都道府県やブロックで開催されている相談員研修、事例検討会等
３．両立支援コーディネーター研修
４．院内の勉強会・研修会・事例検討会
５．地域相談支援フォーラム
６．その他院外の研修会等

改ページ
G ピアサポートについて（がんサロン・ピアサポーター・患者会等）

G-1 院内でピアサポートを実施していますか？　あてはまるものを選択してください（複数可）
１．がんサロンを運営している
２．患者会を紹介している
３．ピアサポーターに紹介している
４．実施していない
５．その他

G-2 （G-1で１を選択した方）がんサロンの運営状況について、あてはまるものを一つ選択してください
１．対面形式のみで開催している
２．オンライン形式のみで開催している
３．対面形式とオンライン形式を別々に開催している
４．対面形式とオンライン形式を同時に取り入れている（ハイブリッド形式）
５．コロナ禍の影響により中止している
６．オンライン形式で開催したいが環境が調わないため開催できずにいる

G-3 （G-2で１～4を選択した方）がんサロンの開催頻度について、あてはまるものを一つ選択してください
１．毎月1回
２．2か月に1回
３．3か月に1回
４．半年に1回
５．その他（　　　　　）

G-4 （G-2で1～4を選択した方）がんサロンの構成について、あてはまるものを選択してください（複数可）
１．フリートークのみ　　　※フリートークとは患者主体の自由な意見交換を意味します

２．医師によるミニ講義＋フリートーク

３．医師以外の専門職によるミニ講義＋フリートーク
４．ミニ講義＋質疑応答のみ
５．その他（　　　　）

G-5
（G-4で１～3を選択した方）１回あたりの「フリートーク」の時間について、あてはまるものを一つ選択し
てください。
1.～30分
２．30～60分
３．60～90分
４．90～120分

G-5
2021年4月1日~2022年3月31日までの、対面形式への1回あたりの参加人数は平均してどれくらいです
か？　あてはまるものを一つ選択してください
１．1～5名
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２．6～10名
３．10～15名
４．15～20名
５．20名以上
６．参加者がなかった

G-6
2021年4月1日~2022年3月31日までの、オンライン形式への1回あたりの参加人数は平均してどれくらい
ですか？　あてはまるものを一つ選択してください
１．1～5名
２．6～10名
３．10～15名
４．15～20名
５．20名以上
６．参加者がなかった

G-7
（G-２で6を選択した方）オンライン開催が困難であることに影響している要因として、あてはまるものを
選択してください（複数可）。
１．相談員自身がICTが苦手である
２．インターネット環境が悪い
３．個人情報保護の観点から病院管理者の許可がおりない
４．オンラインでの参加が技術的に難しい患者さんが多い
５．司会のピアサポーターがオンラインでの対応が難しい
６．患者さんがオンラインでの交流に抵抗を感じている
７．ミーテイングツール等の財源の確保が困難
８．その他

以上
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